
おたずね／行政改革課　☎２１-６２６５

　市では、次世代に重い負担を強いることのない持続可能な行財政運営を実現するため、平成26年4月に行財政改革
の指針である「出雲市行財政改革大綱」と、平成31年4月に具体的な取組項目等を定めた「出雲市行財政改革第２期実
施計画（計画期間：令和元年度～令和５年度）」を策定し、行財政改革の取組を進めています。

　本年10月1日を基準日として、就業構造基本調査を実施します。
　8月下旬頃から、市の統計調査員が調査対象の世帯を訪問しますので、調査へ
のご協力をお願いします。  ※調査対象となる地域・世帯は、全国から無作為に選ばれます。

　ご回答いただいた内容は、「統計法」により固く秘密が守られます。
　調査結果は、働き方改革の推進に向けた各種取組など、国や県の政策の基礎
資料として利用されます。

　令和３年度の財政効果額は約１４億２千万円であり、目標額の９億２千万円を達成しました。

〇 主な取組
　・ ＡＩ（人工知能）等の活用による業務の効率化（保育所ＡＩ入所判定システムの導入など）
　・公共施設の見直し（平田展示園芸施設、いちじくの里の民間譲渡など）
　・市の組織体制の見直し（環境政策課にゼロカーボン推進室、情報政策課にデジタル戦略室、
　　自治振興課に中山間地域振興室を新設など）
　・財源の確保（ふるさと納税制度の活用など）

１．令和３年度の取組の進捗状況

　これまでの取組により、一定の成果はありましたが、財政健全化はいまだ道半ばです。このため、引き続き事務事業
の見直しや「出雲市公共施設のあり方指針」に示す施設の統廃合や民間譲渡など、行財政改革の歩みを緩めることなく
推進していくこととしています。皆さまのご理解とご協力をお願いします。

〇 事務事業、補助金・負担金の見直し
　全ての事務事業の検証・見直しを実施するとともに、選択と集中による
事業実施に努めます。また、市の現状にあった真に必要な補助金・負担金
であるかの評価・検証を行います。

〇 デジタルファースト推進計画に係る取組の推進
　市民サービス、まちづくり、産業・観光のデジタルファーストに取り
組むことで、スマートシティ出雲の実現をめざします。

〇 公共施設の民間譲渡等に向けた取組
　「出雲市公共施設のあり方指針」に基づく個別施設の対応方針について、
引き続き地域や関係者の理解の醸成に努めながら取組を進めます。

〇 新たな財源確保に向けた取組
　新しい財源確保策の一環として、ネーミングライツの導入を検討します。
　※ネーミングライツとは、市が所有する施設等の名称に命名権を付与する代わりに、
　　命名権者からその対価を得て、当該施設の管理運営に充てる取組です。

２．令和４年度の主な取組

行財政改革の取組状況についてお知らせします

就業構造基本調査にご協力ください就業構造基本調査にご協力ください

ネーミングライツ（命名権）について
サウンディング調査を行います
ネーミングライツ（命名権）について
サウンディング調査を行います

おたずね／総務課　☎２１－６３０１

就業構造基本調査では、次のような内容をおたずねします。
・就業状況や育児、介護の有無　・就業に関する希望　・テレワークや副業の状況　など

【申込み期間】
８月１日（月）～

９月１５日（木）

詳しくは、
「就業構造基本調査　キャンペーンサイト」
をご覧ください。

【実施主体】
　総務省統計局・島根県・出雲市

▲申込はこちら

▲詳しくはこちら

出雲市では公共施設へのネーミング
ライツの導入を考えています。
事業者の皆さまのネーミングライツ
に対するお考え・ご意見を、対話す
る方法で調査しますので、ご応募く
ださい。
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下水道についてのおたずね
●下水道管理課

●下水道建設課

●東部上下水道事務所

●西部上下水道事務所

☎２１-２２２５※

☎２１-２２２７※

 　

☎６３-５５５４ 　

☎４３-１２１１ 　

※夜間・休日の緊急時は、
　上下水道局当直（☎２１-３５１１）
　に連絡してください。
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出雲市の下水道の
処理人口と接続率
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